
単
元
「
生
と
死
を
み
つ
め
て
」
に
つ
い
て

-
夏
目
軟
石
『
こ
こ
ろ
』
を
ど
う
扱
う
か
-

I
　
は
じ
め
に

本
校
の
生
徒
は
'
国
語
の
学
力
の
中
で
は
、
読
解
力
や
問
題
解
決

能
力
が
高
-
'
家
庭
学
習
で
は
古
典
の
予
習
が
よ
-
行
わ
れ
て
い
る
。

反
面
、
授
業
中
自
分
の
意
見
を
発
表
し
た
り
、
生
徒
同
士
が
話
し
合
っ

た
り
す
る
と
き
に
十
分
実
力
を
発
揮
で
き
な
い
生
徒
が
見
受
け
ら
れ

る
。
ま
た
へ
　
読
解
力
の
わ
り
に
表
現
力
が
劣
る
生
徒
が
多
-
、
作
文

や
討
論
を
好
ま
な
い
傾
向
も
あ
る
。
そ
こ
で
へ
夏
目
激
石
r
T
」
こ
ろ
』

を
軸
に
、
単
元
「
生
と
死
を
み
つ
め
て
」
を
設
定
し
'
高
校
生
に
は

少
し
重
い
テ
ー
マ
で
は
あ
る
が
'
思
索
を
深
め
、
自
分
な
り
の
考
え

を
ま
と
め
へ
　
さ
ら
に
教
室
と
い
う
場
で
意
見
を
交
換
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
と
考
え
た
。
教
材
に
は
'
さ
ま
ざ
ま
な
「
生
」
と
「
死
」

の
様
相
を
内
包
す
る
も
の
を
選
び
、
そ
れ
を
読
む
こ
と
に
よ
っ
て

「
生
と
死
を
み
つ
め
」
、
さ
ら
に
「
生
き
る
力
」
　
に
結
び
付
い
て
い

-
よ
う
な
方
向
に
学
習
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
た
。

今
ま
で
私
は
、
冒
し
こ
ろ
』
　
の
学
習
指
導
で
は
初
発
の
感
想
を
書

か
せ
、
登
場
人
物
の
心
理
を
中
心
と
し
た
読
解
の
授
業
を
し
、
最
後

に
感
想
文
を
書
か
せ
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
化
し
た
指
導
を
し
て
き
た

山
　
本
　
伸
　
子

と
い
う
反
省
も
あ
っ
て
、
今
回
は
私
自
身
の
学
習
指
導
の
あ
り
か
た

を
見
直
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
教
科
苔
で
は
'

「
上
」
　
の
「
先
生
と
私
」
　
の
1
-
5
、
「
下
」
　
の
「
先
生
と
遺
書
」

の
2
と
　
　
　
　
問
に
省
略
部
分
あ
り
)
　
し
か
扱
わ
れ
て
い
な
い

『
こ
こ
ろ
』
を
な
ん
と
か
生
徒
に
全
文
を
読
ま
せ
て
、
作
品
を
丸
ご

と
読
む
楽
し
さ
を
共
に
味
わ
い
た
い
と
い
う
願
い
も
あ
っ
た
。

n
　
単
元
と
そ
の
ね
ら
い

1
　
自
主
単
元
「
生
と
死
を
み
つ
め
て
」

2
　
対
象
　
2
年
1
0
組
(
男
子
1
8
名
、
女
子
2
4
名
へ
計
4
2
名
の
文
系

の
ク
ラ
ス
で
、
「
現
代
文
」
は
週
3
単
位
)

3
　
単
元
の
ね
ら
い

ア
　
「
生
」
と
「
死
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
を
読
む
こ
と
に
よ
っ

て
'
生
徒
に
思
索
を
深
め
さ
せ
る
。

イ
　
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
文
章
を
読
む
楽
し
さ
を
味
わ
わ
せ

る
と
と
も
に
'
表
現
に
即
し
て
内
容
を
読
み
取
る
力
を
身
に
つ

け
さ
せ
る
。
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ウ
　
感
想
文
や
意
見
文
を
苦
い
た
り
へ
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し

た
り
す
る
、
(
理
解
)
と
(
表
現
)
を
関
連
さ
せ
た
学
習
活
動

に
よ
っ
て
、
表
現
力
の
深
化
を
は
か
ら
せ
る
。

4
　
教
材
と
配
当
時
間

ア
　
「
死
に
ゆ
-
も
の
の
孤
独
」
　
ノ
ル
ベ
ル
ト
・
ユ
リ
ア
ス

キ　カ　オ　エ　ウ　イ

2
時
間
「
こ
こ
ろ
」
　
夏
目
淑
石

「
会
議
進
行
」
　
堀
越
恒
爾

「
仰
臥
浸
録
」
　
正
岡
子
規

「
瓦
喋
の
町
か
ら
-
阪
神
大
震
災
の
歌
」

「
萩
の
花
」
　
宮
本
常
一

単
元
全
体
の
感
想
文

2
0
時
間

1
時
間

2
時
間

1
時
間

1
時
間

1
時
間

m
　
単
元
全
体
の
指
導
の
流
れ

ア
　
「
死
に
ゆ
-
も
の
の
孤
独
」

第
1
時
　
①
段
落
分
け
を
し
な
が
ら
の
黙
読
。

第
1
-
3
の
段
落
と
第
4
段
落
と
の
役
割
の
違
い
に
つ
い

て
考
え
る
。
②
「
文
明
の
進
化
に
対
す
る
人
間
の
問
題
の
変

化
」
　
に
つ
い
て
の
考
察
。

第
2
時第
1
-
3
の
段
落
と
第
4
段
落
の
関
係
を
図
示
し
な
が
ら

の
全
体
の
ま
と
め
。
「
死
」
に
対
す
る
人
々
の
態
度
、
「
死
に

方
」
　
の
変
化
の
考
察
。

イ
　
「
こ
こ
ろ
」
　
(
　
)
内
は
『
こ
こ
ろ
』
全
文
と
の
対
応
関
係
。

(
　
)
内
は
宿
題
に
し
て
読
ま
せ
て
お
い
た
部
分
。

第
1
-
2
時
　
通
読
。
初
発
の
感
想
を
書
か
せ
る
。
(
第
1
4
時

終
了
ま
で
に
　
『
こ
こ
ろ
』
全
文
を
読
ん
で
お
-
よ
う
指
示
。

参
考
文
献
一
覧
も
配
布
。
)

第
3
時
　
登
場
人
物
と
あ
ら
す
じ
の
確
認
。
第
1
段
落
第
1
節

の
理
解
。
(
上
1
)

第
4
時
　
第
1
段
落
第
2
節
の
理
解
。
(
上
　
　
ォ
)
　
(
上
3
)

・
「
先
生
」
　
と
知
り
合
っ
た
き
っ
か
け
の
理
解
。

・
「
私
」
　
の
人
物
像
に
繋
が
る
描
写
を
探
し
て
の
人
物
像
の

把
握
。

第
5
時
　
第
1
段
落
第
3
節
の
理
解
。
(
上
"
*
?
・
L
O
)

・
あ
ら
す
じ
の
ま
と
め
。

・
「
先
生
」
が
「
ど
う
し
て
」
と
言
っ
た
と
き
の
気
持
ち
の

把
捉
。

・
「
先
生
」
　
の
「
あ
な
た
は
ま
だ
死
と
い
う
も
の
を
真
面
目

に
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
ね
。
」
と
い
う
言
葉
の
意

味
の
把
捉
。

・
「
私
」
　
の
態
度
の
理
解
。

第
6
時
　
第
2
段
落
第
1
節
の
理
解
。
(
下
2
)
　
(
上
4
-
下
I
V

・
第
1
段
落
第
3
節
～
第
2
段
落
第
1
節
間
で
の
省
略
部
分

の
あ
ら
す
じ
の
発
表
。

・
「
先
生
」
が
遺
書
を
古
い
た
理
由
の
把
捉
。

・
「
先
生
」
　
の
「
私
」
　
に
寄
せ
る
気
持
ち
の
理
解
。

第
7
-
9
時
　
第
2
段
落
第
2
節
の
理
解
。
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(
下
4
 
1
、
4
3
)
　
　
(
下
1
-
I
-
 
-
^
p
、
下
4
2
)

・
「
K
」
　
の
人
物
像
の
把
捉
。

・
恋
を
打
ち
明
け
た
「
K
]
　
の
様
子
と
「
私
」
　
(
こ
こ
か
ら

「
私
」
=
「
先
生
」
)
　
の
態
度
の
理
解
。

・
「
上
野
か
ら
帰
っ
た
晩
」
の
「
私
」
　
の
心
情
と
「
K
」
　
の

行
動
の
意
味
の
理
解
。

第
1
0
時
　
第
2
段
落
第
3
節
の
理
解
。
(
下
4
4
、
4
5
)
　
(
下
1
 
3
-

1
5
)

・
「
覚
悟
」
に
対
す
る
「
私
」
　
の
解
釈
と
「
私
」
　
の
行
動
の

理
解
。

・
「
結
婚
の
承
諾
」
が
簡
単
に
得
ら
れ
た
理
由
の
把
捉
〇

・
「
K
]
が
来
る
以
前
の
「
奥
さ
ん
」
、
「
お
嬢
さ
ん
」
、
「
私
」

の
生
活
の
理
解
。

・
「
結
婚
の
承
諾
」
が
得
ら
れ
た
「
私
」
　
の
心
情
の
理
解
。

第
n
時
　
第
2
段
落
第
4
節
の
理
解
。
(
下
4
6
、
4
7
)

・
「
K
]
　
に
対
す
る
「
私
」
　
の
心
情
の
理
解
。

・
「
私
」
　
の
性
格
の
理
解
。

第
I
-
I
 
1
-
I
時
　
第
2
段
落
第
5
節
の
理
解
。

(
下
4
7
へ
　
4
8
)

・
こ
こ
ま
で
の
で
き
ご
と
の
時
間
的
推
移
の
把
握
。

・
「
私
」
と
「
お
嬢
さ
ん
」
の
結
婚
に
つ
い
て
聞
か
さ
れ
た

「
K
]
　
の
態
度
と
そ
の
理
由
の
理
解
。

・
「
K
」
　
の
態
度
を
知
っ
た
「
私
」
　
の
心
情
の
理
解
。

・
自
殺
し
た
「
K
」
を
発
見
し
た
「
私
」
　
の
心
情
の
理
解
。

・
「
K
」
の
遺
書
の
内
容
の
理
解
。

・
遺
書
を
読
ん
だ
後
の
「
私
」
の
行
動
と
心
情
の
理
解
。

第
1
4
時
第
3
段
落
の
理
解
。
(
下
5
2
、
5
3
、
5
4
へ
5
5
)

二
年
後
の
「
私
」
の
生
活
と
心
情
の
理
解
。

・
「
恐
ろ
し
い
影
」
へ
「
人
間
の
罪
」
に
つ
い
て
の
理
解
。

・
「
私
」
の
「
妻
」
に
対
す
る
気
持
ち
の
理
解
。

・
「
私
」
が
自
殺
へ
向
か
う
心
情
の
把
捉
。

第
1
5
時
「
私
」
(
こ
の
「
私
」
は
『
こ
こ
ろ
』
全
文
の
中
で

「
先
生
」
の
遺
書
を
読
ん
で
い
る
「
私
」
)
の
そ
の
後
に
つ

い
て
の
メ
モ
作
成
。
[
資
料
-
]
参
照
。

第
1
6
時
「
私
」
の
そ
の
後
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
。
(
二
人
組
)

第
C
-
-
C
。

^
-
t
1
-
I
時
「
私
」
の
そ
の
後
に
つ
い
て
の
意
見
文
作
成
。

(
千
六
百
字
以
内
)

第
1
9
時
意
見
文
の
評
価
カ
ー
ド
に
よ
る
相
互
批
評
。
(
二
人

組
)
[
資
料
2
]
参
照
。
発
表
者
を
選
び
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
準
備
を
さ
せ
る
。

教
材
ウ
「
会
議
進
行
」
(
堀
越
恒
爾
)
に
よ
っ
て
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
心
構
え
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
。

第
2
0
時
「
私
」
の
そ
の
後
に
つ
い
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
き
、

意
見
交
換
、
相
互
評
価
を
行
う
。
[
資
料
3
]
参
照
。

エ
「
仰
臥
浸
録
」

第
1
時
日
記
を
書
い
た
経
験
に
つ
い
て
。
範
読
。
「
仰
臥
浸

録
」
の
内
容
の
理
解
。

第
2
時
自
分
の
書
い
て
い
る
日
記
の
文
章
と
の
違
い
の
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1 Ⅳ

発
表
。
筆
者
が
「
死
」
　
を
目
の
前
に
し
て
こ
の
日
記
を
書

い
た
理
由
と
心
情
の
理
解
。

オ
　
「
瓦
樫
の
町
か
ら
-
阪
神
大
震
災
の
歌
」

第
1
時
　
「
瓦
碑
の
町
か
ら
-
阪
神
大
震
災
の
歌
」
　
(
「
舷
」
短

歌
会
編
)
よ
り
十
首
を
え
ら
び
プ
リ
ン
ト
し
た
も
の
を
読
み
、

「
朝
日
歌
増
の
選
者
の
寸
評
」
を
参
考
に
、
好
き
な
二
、
三

首
を
選
び
、
二
百
字
以
内
で
寸
評
を
書
か
せ
る
。

カ
　
「
萩
の
花
」

第
1
時
　
朗
読
を
聞
か
せ
る
。
感
想
を
発
表
さ
せ
る
。

キ
　
単
元
全
体
の
感
想
を
書
か
せ
る
。
(
形
式
へ
　
字
数
は
自
由
)

「
こ
こ
ろ
」
第
1
5
時
以
降
の
指
導
の
実
際
に
つ
い
て

第
1
5
時
　
「
私
」
　
の
そ
の
後
に
つ
い
て
の
メ
モ
作
成
。
[
資
料

-
]

[
資
料
　
1
]
　
の
プ
リ
ン
ト
を
配
布
し
、
[
考
え
を
進
め
る
手
順
]

に
つ
い
て
説
明
し
、
意
見
文
の
構
成
を
考
え
さ
せ
た
が
へ
　
な
か
な

か
ま
と
ま
ら
な
い
生
徒
が
多
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
あ
ら
か
じ
め
ペ

ア
を
組
ま
せ
て
お
い
た
二
人
組
で
相
談
し
な
が
ら
構
成
メ
モ
を
作

る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
'
「
参
考
で
し
こ
ろ
』
-
r
私
』
　
の

そ
の
後
に
つ
い
て
-
そ
の
後
の
『
私
』
が
顔
を
出
す
部
分
」
の
プ

リ
ン
ト
も
、
配
布
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
構
成
を
考
え
る
ま

で
に
は
至
ら
ず
、
自
分
の
考
え
た
こ
と
を
箇
条
書
き
に
す
る
と
こ

ろ
ま
で
で
終
わ
っ
た
。

第
1
6
時
　
「
私
」
の
そ
の
後
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
。
(
二
人
組
)

[
資
料
　
-
]
　
の
「
◎
　
自
分
の
考
え
の
根
拠
や
理
由
を
は
っ

き
り
さ
せ
よ
う
。
」
　
と
い
う
点
を
中
心
に
二
人
組
で
話
し
合
い
を

さ
せ
た
が
'
ペ
ア
の
相
手
が
第
1
5
時
以
降
変
わ
ら
な
い
と
い
う
こ

と
も
あ
っ
て
、
自
分
の
意
見
の
は
っ
き
り
し
な
い
と
こ
ろ
へ
　
理
由

や
根
拠
と
な
る
本
文
の
記
述
を
探
す
こ
と
に
つ
い
て
も
相
談
を
さ

せ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
手
持
ち
の
文
庫
本
や
全
集
の
　
『
こ
こ
ろ
』
を

持
っ
て
き
て
分
析
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
ま
た
へ
　
初
め
に

配
布
し
て
お
い
た
「
参
考
文
献
一
覧
」
　
に
あ
る
図
書
も
教
室
に
持

ち
込
み
貸
し
出
し
た
。

第
　
　
　
時
　
「
私
」
の
そ
の
後
に
つ
い
て
の
意
見
文
作
成
。

(
千
六
百
字
以
内
)

第
1
6
時
に
作
成
し
た
構
成
メ
モ
は
、
箇
条
書
き
程
度
の
者
が
多

か
っ
た
の
で
'
改
め
て
雷
-
順
序
や
字
数
の
配
分
を
確
認
さ
せ
た
。

構
成
メ
モ
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
こ
の
時
間
ま

で
に
教
師
が
相
談
に
の
っ
て
お
い
た
の
で
'
全
員
原
稿
用
紙
に
書

き
始
め
た
。
途
中
で
引
用
の
書
き
方
を
質
問
さ
れ
て
'
全
体
に
説

明
し
た
。

第
1
9
時
　
意
見
文
の
評
価
カ
ー
ド
に
よ
る
相
互
批
評
。
(
二
人
組
)

ま
ず
へ
ペ
ア
の
相
手
の
書
い
た
意
見
文
を
「
推
敵
の
ポ
イ
ン
ト
」

の
プ
リ
ン
ト
に
従
う
て
推
赦
さ
せ
、
赤
ペ
ン
で
添
削
さ
せ
た
。
そ

の
後
へ
　
相
互
評
価
カ
ー
ド
の
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
相
手
の
意
見
文

に
対
す
る
評
価
を
文
章
で
書
き
入
れ
さ
せ
、
相
手
に
返
さ
せ
た
。

返
っ
て
き
た
自
分
の
意
見
文
に
対
す
る
評
価
を
読
ま
せ
'
さ
ら
に

自
分
で
添
削
し
た
い
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
書
き
込
ま
せ
た
。
[
資
料
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2
]第
2
0
時
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
し
、
教
材
ウ

「
会
議
進
行
」
　
(
堀
越
恒
爾
)
　
に
よ
っ
て
「
討
論
」
や
「
話
し
合

い
」
　
の
際
の
注
意
点
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
た
。

発
表
者
に
つ
い
て
は
、
意
見
文
と
相
互
評
価
カ
ー
ド
を
回
収
し

て
、
教
師
の
方
で
読
み
、
ク
ラ
ス
か
ら
三
名
を
選
ん
だ
。
選
出
後
へ

放
課
後
を
使
っ
て
'
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
文
を
も
と
に
発
表
内
容
を

ま
と
め
さ
せ
、
発
表
の
練
習
を
さ
せ
た
。

5
　
第
2
0
時
　
「
『
私
』
　
の
そ
の
後
」
　
に
つ
い
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
き
'
意
見
交
換
、
相
互
評
価
を
行
う
。

ア
　
(
授
業
の
流
れ
)

導
入
　
本
時
の
目
標
の
確
認

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
カ
ー
ド
を
配
布
し
注
意
を
与
え
る
。
[
資
料

2
]

展
開
(
-
)
提
案
者
の
発
表

提
案
者
2
名
に
自
分
の
意
見
を
発
表
さ
せ
る
。

(
2
)
　
意
見
の
整
理

各
自
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
カ
ー
ド
の
メ
モ
を
整
理
さ
せ
、

提
案
者
の
意
見
に
対
す
る
質
問
、
自
分
の
意
見
を
書
き

込
ま
せ
る
。

(
3
)
　
班
で
の
話
し
合
い

①
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
カ
ー
ド
の
メ
モ
を
班
員
同
士
で
読
み
合

s
a

②
班
ご
と
の
司
会
者
の
誘
導
に
よ
っ
て
へ
提
案
者
の
発
表

全
体
に
つ
い
て
の
意
見
を
班
員
同
士
で
述
べ
合
う
。

③
6
'
7
班
は
o
さ
ん
、
2
'
3
'
5
班
は
I
さ
ん
へ
　
1
、

4
班
は
t
 
s
君
に
対
す
る
質
問
へ
意
見
を
ま
と
め
、
発

表
の
準
備
を
す
る
。

(
4
)
　
質
疑
応
答
・
意
見
交
換

①
班
ご
と
に
代
表
者
が
提
案
者
(
三
名
共
)
　
に
対
し
て
質

問
を
す
る
。

②
提
案
者
は
質
問
の
回
答
に
つ
い
て
へ
プ
レ
ー
ン
と
相
談

す
る
。
(
プ
レ
ー
ン
と
は
、
第
1
5
時
以
降
の
二
人
組
の

相
手
)

③
提
案
者
は
質
問
に
つ
い
て
答
え
る
。

ま
と
め
　
提
案
者
へ
の
批
評

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
カ
ー
ド
に
提
案
者
の
発
表
態
度
や
内
容
に

つ
い
て
の
寸
評
を
書
-
0

(
o
さ
ん
、
I
さ
ん
、
S
君
の
意
見
文
は
、
[
資
料
　
4
]
'
[
資
料

5
]
、
[
資
料
　
6
]
参
照
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
聞
き
手
の
座
席

配
置
は
ペ
ア
の
相
手
と
向
か
い
合
わ
せ
に
座
っ
て
'
ペ
ア
-
組
で

1
　
つ
の
班
を
作
る
.
)

イ
　
(
提
案
者
に
対
す
る
主
な
質
問
)
　
(
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
カ
ー
ド

よ
り
整
理
)

o
さ
ん
に
対
し
て

・
「
死
は
無
で
は
な
-
他
人
を
動
か
す
ほ
ど
重
い
も
の
」
に

は
同
感
。

・
生
き
る
こ
と
に
「
新
し
い
命
」
は
関
連
し
て
い
る
の
か
。
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・
「
新
し
い
倫
理
」
と
は
何
か
。

・
「
だ
れ
か
の
た
め
に
生
き
る
」
こ
と
が
「
生
」
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
な
る
の
か
。

・
「
ど
ん
な
運
命
も
受
け
と
め
強
-
生
き
る
」
に
は
何
が
必

要
か
。

・
こ
こ
ろ
が
ど
う
作
用
す
る
た
め
に
死
ぬ
の
か
。

・
「
先
生
」
　
へ
の
尊
敬
の
気
持
ち
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。

・
「
父
」
　
の
死
は
安
易
な
も
の
だ
っ
た
の
か
。

・
死
を
選
ぶ
の
は
弱
い
か
ら
で
は
な
い
の
か
。

・
「
生
の
死
」
と
は
'
死
ん
だ
つ
も
り
で
生
き
て
い
く
こ
と

な
の
か
。

I
さ
ん
に
対
し
て

・
本
当
に
「
私
」
に
は
多
角
的
に
物
を
見
る
力
が
備
わ
っ
た

の
か
。
ま
た
'
「
先
生
」
　
に
は
そ
の
能
力
が
備
わ
っ
て
い

な
か
っ
た
た
め
に
死
ん
だ
の
か
。

・
「
明
治
」
と
い
う
時
代
が
理
解
し
合
う
障
害
に
な
る
と
は

ど
う
い
う
こ
と
か
。

・
「
先
生
」
は
「
私
」
に
自
分
と
同
じ
よ
う
な
生
き
方
を
し

て
ほ
し
-
な
い
か
ら
退
書
を
雷
い
た
と
い
う
の
が
わ
か
ら

な
い
。

・
「
愛
」
は
エ
ゴ
を
越
え
ら
れ
る
の
か
。

・
「
愛
」
　
の
二
つ
の
側
面
と
は
何
か
。

・
「
先
生
」
か
ら
「
K
」
　
へ
の
憧
れ
や
尊
敬
は
偶
像
へ
の
も

の
だ
っ
た
の
か
。

・
な
ぜ
愛
も
友
情
も
あ
っ
た
の
に
「
先
生
」
の
心
は
蘇
ら
な

か
っ
た
の
か
。

・
「
私
」
が
「
多
角
的
な
視
野
」
へ
　
「
人
間
の
う
ち
な
る
と
こ

ろ
」
　
に
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
指
摘
に

は
賛
成
。

S
君
に
対
し
て

・
「
私
」
　
の
そ
の
後
に
つ
い
て
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
。

・
「
柔
軟
で
人
間
ら
し
い
心
」
は
「
先
生
」
に
も
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
。

・
「
K
」
は
「
道
」
の
た
め
に
す
べ
て
を
犠
牲
に
で
き
た
エ

ゴ
イ
ス
ト
と
は
考
え
に
く
い
。

・
人
間
に
は
エ
ゴ
が
つ
き
も
の
で
「
柔
軟
で
人
間
ら
し
い
心
」

が
あ
っ
て
も
同
じ
な
の
で
は
な
い
か
。

・
「
K
」
は
結
局
他
人
に
も
エ
ゴ
を
押
し
付
け
た
と
は
い
え

な
い
か
。

・
「
先
生
」
は
「
私
」
と
の
友
情
へ
　
「
奥
さ
ん
」
か
ら
の
愛

惜
も
あ
っ
た
の
に
「
柔
軟
で
人
間
ら
し
い
心
」
を
取
り
戻

せ
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

・
「
K
」
は
自
分
が
エ
ゴ
イ
ス
ト
だ
と
知
ら
な
か
っ
た
の
か
。

・
自
我
を
突
き
詰
め
る
と
死
に
至
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

・
「
先
生
」
　
の
死
は
孤
独
か
ら
の
逃
避
で
は
な
い
の
か
。

ウ
　
(
提
案
者
に
対
す
る
主
な
意
見
)

0
さ
ん
に
対
し
て
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・
心
と
い
う
も
の
が
強
い
力
を
放
つ
も
の
で
あ
る
と
い
う
の

は
ま
さ
し
-
そ
の
通
り
だ
と
思
う
。
そ
の
力
を
罪
の
意
識

に
押
し
潰
さ
れ
て
し
ま
う
方
向
で
は
な
く
、
罪
を
受
け
と

め
て
強
-
生
き
る
方
向
へ
向
け
る
必
要
性
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

・
私
が
信
頼
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
を
持
つ
こ
と
が
大
事

だ
と
思
っ
て
い
た
の
と
、
何
が
あ
ろ
う
と
何
か
の
た
め
に

生
き
れ
る
こ
と
が
た
い
せ
つ
と
い
う
0
さ
ん
の
意
見
は
似

て
い
る
所
が
あ
る
。

・
「
先
生
」
や
「
K
」
の
死
を
通
し
て
'
ま
た
「
先
生
」
の

退
苔
を
読
ん
で
、
「
私
」
が
ど
ん
な
苦
難
に
あ
っ
て
も
そ

れ
を
乗
り
越
え
て
生
き
て
い
-
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
だ

と
い
う
点
は
同
感
。

・
「
私
」
の
「
新
し
い
倫
理
」
は
誰
か
の
た
め
に
生
き
る
こ

と
だ
と
い
っ
て
い
た
が
、
も
っ
と
自
分
の
た
め
に
生
き
る

と
い
う
の
が
正
し
い
と
思
う
。

・
「
私
」
の
そ
の
後
の
人
生
は
'
そ
れ
は
こ
の
「
こ
こ
ろ
」

を
読
ん
だ
私
た
ち
の
人
生
で
あ
る
。
人
に
よ
っ
て
ど
う
感

じ
る
か
は
決
め
ら
れ
な
い
。

I
さ
ん
に
対
し
て

・
多
角
的
な
視
野
を
持
て
た
「
私
」
が
、
そ
の
後
ど
の
よ
う

な
生
き
方
を
し
た
か
を
推
測
で
き
て
い
た
の
は
三
人
の
う

ち
I
さ
ん
の
み
で
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
か

ま
で
論
を
発
展
さ
せ
ら
れ
て
い
た
。

・
「
明
治
」
と
い
う
時
代
が
「
私
」
の
理
解
を
阻
ん
で
い
る

と
い
う
が
'
「
私
」
が
純
粋
で
真
っ
白
な
心
を
持
っ
て
い

た
か
ら
、
「
先
生
」
と
「
K
」
　
の
二
人
の
人
生
を
そ
っ
-

り
受
け
取
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

・
「
愛
」
を
中
心
に
ま
と
め
て
い
る
。

「
心
に
よ
り
か
か
っ
て
生
き
る
」
　
の
は
「
私
」
。
で
も

「
先
生
」
や
「
K
」
も
「
心
に
よ
り
か
か
っ
て
生
き
」
て

い
た
の
だ
と
思
う
。
だ
か
ら
苦
し
ん
だ
の
だ
と
思
う
。

・
偶
像
か
ら
人
間
と
し
て
「
先
生
」
を
尊
敬
す
る
よ
う
に
な

る
と
い
う
こ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
わ
か
ら
な
い
。

S
君
に
対
し
て

・
心
の
柔
軟
性
と
い
う
こ
と
に
ハ
ッ
と
さ
せ
ら
れ
た
。
共
感

で
き
た
意
見
だ
っ
た
。

・
非
常
に
す
っ
き
り
と
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
自
分
の
意
見

を
発
展
さ
せ
て
う
ま
-
言
葉
で
言
い
表
せ
て
い
た
。

‥
心
の
柔
軟
性
が
た
い
せ
つ
と
い
う
こ
と
に
共
感
し
た
。
人

間
に
は
人
間
ら
し
さ
が
大
切
な
の
だ
と
い
う
こ
と
へ
　
そ
れ

を
「
私
」
は
わ
か
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
人
間
を
偶
像
化
せ

ず
'
人
間
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
「
私
」
に
は
で
き
て

い
た
の
だ
か
ら
。

・
「
先
生
」
も
「
K
」
も
エ
ゴ
イ
ス
ト
で
あ
る
と
い
う
こ
と

は
実
に
そ
の
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
を
「
先
生
」
が

本
当
に
認
識
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。

・
「
先
生
」
が
心
の
柔
軟
性
に
欠
け
て
い
た
と
い
う
の
は
い
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い
と
し
て
も
人
間
ら
し
さ
に
欠
け
て
い
た
と
は
思
え
な
い
。

・
「
先
生
」
　
に
柔
軟
な
心
が
な
い
な
ん
て
こ
と
は
な
い
と
思

う
。
「
K
」
　
は
エ
ゴ
イ
ス
ト
で
あ
る
と
あ
る
意
味
で
は
取

れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
'
「
K
」
は
あ
-
ま
で
自
分
に
厳

し
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
1
ロ
に
エ
ゴ
イ
ス
ト
と
ま
と
め
ら

れ
る
も
の
で
は
な
い
と
思
う
。

・
友
情
や
愛
情
を
死
か
ら
回
復
す
る
た
め
の
特
効
薬
み
た
い

に
定
義
付
け
る
の
は
お
か
し
い
。
「
先
生
」
　
は
友
情
や
愛

情
に
疑
問
を
感
じ
た
の
で
死
に
至
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

Ⅴ
　
反
省
と
今
後
の
謙
信

学
年
最
後
の
国
語
の
授
業
を
通
し
て
の
感
想
文
の
中
で
は
、
一
番

印
象
に
残
っ
た
授
業
と
し
て
「
こ
こ
ろ
」
を
挙
げ
た
者
が
多
-
'

「
あ
ん
な
に
1
生
懸
命
本
を
読
ん
で
考
え
た
の
は
初
め
て
だ
っ
た
」

と
か
'
「
み
ん
な
が
ど
ん
な
意
見
を
持
っ
て
い
る
の
か
が
よ
-
わ
か
っ

た
」
へ
　
「
一
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
み
ん
な
が
真
面
目
に
考
え
て
い
て

感
動
し
た
」
な
ど
と
い
う
意
見
が
書
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
'
私
は

「
こ
こ
ろ
」
　
の
授
業
に
よ
っ
て
「
討
論
」
、
「
話
し
合
い
」
　
の
授
業
の

難
し
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
。
自
分
に
と
っ
て
も
初
め
て
の
試
み
で

あ
り
'
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
ど
の
よ
う
に
展
開
し
、
生
徒
た
ち
が
ど
ん

な
意
見
を
出
し
て
-
る
の
か
'
事
前
に
予
想
で
き
な
か
っ
た
こ
と
へ

ま
た
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
組
み
立
て
が
う
ま
-
で
き
な
か
っ
た
こ
と

は
'
指
導
者
と
し
て
至
ら
な
か
っ
た
と
深
-
反
省
し
て
い
る
o

以
下
へ
　
具
体
的
な
点
に
つ
い
て
へ
　
改
善
す
べ
き
こ
と
や
配
慮
す
べ

き
こ
と
を
述
べ
て
み
た
い
。

(
-
)
　
単
元
全
体
の
構
想
と
配
当
時
間
に
つ
い
て

単
元
全
体
で
2
8
時
間
に
及
ぶ
の
は
、
単
元
の
構
想
と
し
て
大

き
す
ぎ
る
。
冒
し
こ
ろ
』
　
単
独
の
単
元
で
も
生
徒
は
十
分

「
生
」
と
「
死
」
　
に
つ
い
て
の
考
え
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
他
の
教
材
を
含
め
た
単
元
設
定

に
し
た
た
め
に
、
『
こ
こ
ろ
』
　
を
読
み
抜
-
下
地
の
よ
う
な

も
の
が
で
き
へ
単
元
と
し
て
の
立
体
感
は
出
た
と
思
わ
れ
る
。

(
2
)
　
『
こ
こ
ろ
』
全
文
を
読
ま
せ
た
こ
と
に
つ
い
て

「
『
私
』
　
の
そ
の
後
を
考
え
る
」
意
見
文
の
作
成
と
'
全
員

を
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
さ
せ
る
た
め
に
　
『
こ
こ
ろ
』
全
文

を
読
ま
せ
た
が
、
内
容
が
消
化
し
切
れ
ず
、
意
見
文
そ
の
も

の
の
的
が
絞
れ
な
い
生
徒
も
い
た
。
夏
休
み
に
　
r
T
」
こ
ろ
]

全
文
を
読
ん
で
お
-
よ
う
に
指
示
を
し
て
は
い
た
が
、
も
う

少
し
工
夫
し
て
、
手
引
き
の
よ
う
な
も
の
を
用
意
す
る
と
よ

か
っ
た
。

(
3
)
　
「
『
私
』
　
の
そ
の
後
を
考
え
る
」
と
い
う
意
見
文
の
テ
ー
マ

設
定
に
つ
い
て

第
2
0
時
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
意
識
し
て
、
『
こ
こ
ろ
』
全

文
を
読
ま
な
け
れ
ば
書
け
な
い
テ
ー
マ
で
、
し
か
も
全
員
で

話
し
合
え
る
も
の
と
い
う
こ
と
で
'
意
見
文
の
テ
ー
マ
設
定

が
難
し
か
っ
た
。
か
え
っ
て
へ
　
『
こ
こ
ろ
』
　
の
自
由
な
読
み

を
妨
げ
た
こ
と
に
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
次
回
は
、
話
し

合
い
は
'
例
え
ば
「
K
の
自
殺
の
原
因
は
何
で
あ
っ
た
か
。
」
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な
ど
、
狭
い
範
囲
で
の
読
み
か
ら
導
き
出
せ
る
も
の
に
L
へ

『
こ
こ
ろ
』
全
文
を
読
ん
だ
上
で
は
、
感
想
の
発
表
や
「
先

生
の
生
き
方
に
つ
い
て
ど
う
思
う
か
。
」
な
ど
の
テ
ー
マ
で

の
班
ご
と
の
読
書
会
形
式
な
ど
も
お
も
し
ろ
い
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。

(
4
)
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
授
業
に
つ
い
て

①
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
い
う
形
態
自
体
は
、
授
業
と
し
て
機
能

す
る
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
、
今
回
の
よ
う
に
提
案
者
の

意
見
に
は
っ
き
り
と
し
た
相
違
点
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
へ

そ
れ
に
対
す
る
質
問
や
意
見
は
出
し
に
く
い
。

②
提
案
者
の
発
表
内
容
が
難
し
く
一
度
聞
い
た
だ
け
で
は

理
解
し
に
-
い
内
容
も
あ
っ
た
。
発
表
内
容
の
資
料
か
、

要
点
の
メ
モ
を
配
布
し
た
方
が
よ
か
っ
た
。

③
提
案
者
に
相
談
相
手
と
し
て
の
プ
レ
ー
ン
を
つ
け
た
が
'

必
要
な
か
っ
た
。

④
質
問
や
意
見
が
出
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
、
班
ご

と
の
話
し
合
い
を
組
み
入
れ
た
が
、
そ
の
た
め
に
時
間
が

か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。
提
案
者
と
聞
き
手
と
い
う
、
本
来

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
基
本
の
形
で
へ
　
そ
の
生
徒
な
り
の
意

見
を
言
わ
せ
た
ほ
う
が
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
し
て
の
ま
と

ま
り
に
は
欠
け
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
ク
ラ
ス
全
員
が
よ

-
理
解
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

⑤
班
ご
と
の
話
し
合
い
に
つ
い
て
へ
司
会
者
に
あ
ら
か
じ
め

そ
の
手
順
を
指
導
し
て
お
く
べ
き
で
あ
っ
た
。

(
香
川
県
立
高
松
高
等
学
校
)
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